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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
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-陽性症例にも A20の変異･欠失が認められ､それ らは LMP1陰性あるいは弱陽性であった｡
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関連 リンパ増殖性疾患 (MTX･ D)を対象とし､A0遺伝子の欠失の有無につ

､高齢者の EBV陽性大細胞性 リンパ腫 LL)0 BC )e-､細胞 リンパ腫鼻型 
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/0の欠失はなかった｡A20欠失例における LMP11発現は PAL44例､DLBC e1

-/例､NXTL03例であり､A20欠失症例での LMP1発現はその疾患特有の 
に関係 していることが示唆された｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

BE itpsen･ 

るA20発現レベルの酢

-

B

ivruS関連リンパ腫/リンパ増殖性疾患におけるNFKB抑制分 

を指靴 病酵 的に検討し､さらにEV潜憾

本研究は a汀 ;


鞘 式をみるた t

‖､̀二II;I;.. :~I･‥〔∴ ∴ こ ･.∴ -"-I･ :1し:_l ∴ 吉 LLIll ; ~ ㌦:llI.. 了 ドー-'､!!∵ ". . 

~
 ∴
 ~
 ∴
 二一三 : ∴ ∴
 ~∴


-発現に伴うNFk

互いに相補的とは言えなVに とが示唆された｡

よって･本研究者は博士 (医*)の学位を得る資格があると認める｡

Bの活性ル ー両者はともにリンパ腫増殖を伴う可能性をもたらすが-お
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